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（１）調査対象

本調査は、「はっ酵乳（注１）」「乳飲料（注２）」「加

工乳（注３）」の３つの品目ごとに生産量、成分、

原材料使用割合などを調査したものである。

調査対象は対象品目を生産している全国

125企業（乳業者と非乳業者を対象。前年

度調査対象138社から廃業などにより対象

品目の生産を中止した13社を除く。）であ

り、有効回収は105企業、有効回収率は

84.0％（105/125）であった（表１）。

なお、本調査結果記載のデータは、いずれ

も各年度の回答を取りまとめたものであり、

全国の統計を表すものではない。また、本調

査結果によるデータは、各年度の回収率や、

規模の大きな企業の回答の有無に影響され

る。

（注１）　 生乳および乳製品を原料として、これを乳酸菌または酵

母ではっ酵させ、糊状または液状にしたもの。

（注２）　 生乳、牛乳、特別牛乳およびこれらを原料として製造し

た乳製品を主要原料とした飲料で、乳および乳製品以外

のもの（ビタミン、カルシウム、果汁、コーヒーなど）

を加えたもの。なお、本調査では、風味にかかわらず、

色のついているものを「色物乳飲料」、白いものを「白

物乳飲料」に分類した。

　　　　 白物乳飲料：「乳飲料」のうち、乳成分にカルシウムや

ビタミン、レシチンなどを加えたもの。

　　　　 色物乳飲料：「乳飲料」のうち、乳成分に果汁、コーヒ

ーなどを加えたもの。

（注３）　 加工乳：生乳やバター、クリーム、脱脂粉乳などの乳製

品を原料として、それらを加工したもの。

１　調査概要

調査・報告　学術調査

平成27年度 はっ酵乳・乳飲料などの生産実態調査の結果

畜産需給部　乳製品課

当機構では、はっ酵乳、乳飲料および加工乳の生産動向を的確に把握するため、毎年度、乳業

メーカーなどを対象に「はっ酵乳・乳飲料等の生産実態調査」を実施している。

平成27年度の調査では、前年度の調査結果と異なり、はっ酵乳では「プレーンタイプ」、「ハ

ードタイプ」の伸びが目立つ結果となった。一方、乳飲料や加工乳は原料価格の上昇や、需要の

減退などにより、引き続き減少傾向となった。

また、10年間の推移を見ると、乳飲料はおおむね横ばいで推移している中、健康志向の高ま

りや手軽に口にできる商品が増えたはっ酵乳は増加傾向で推移している。一方、加工乳は原料価

格の上昇などを受け減少傾向で推移している。

【要約】
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２　平成27年度調査結果の特徴的な点

（２）全国生産量のカバー率

本調査の全国生産量に対するカバー率は、

はっ酵乳が84.4％、乳飲料が64.0％、加工

乳が32.7％となった（表２）。

注１：本調査での乳業・非乳業の区分は以下に示す通りである。
　　　乳業者　：生乳処理場を持っている企業。
　　　非乳業者：生乳処理場を持っていない企業。
　２：本調査での乳業類型は以下に示す通りである。
　　　大手３社：株式会社明治、森永乳業株式会社、雪印メグミルク株式会社。
　　　農プラ系：主に酪農生産者団体が出資する乳業会社。
　　　中小系　：大手３社、農プラ系を除いたその他の乳業会社。

表１　調査対象と有効回答数

乳業者 非乳業者
合計

大手３社 農業プラント系 中小系 中小系
3 39 49 14 105

注：全国の生産量は、農林水産省「牛乳乳製品統計」を使用。

表２　本調査で報告された数量

品目 カバー率（①＝②÷③） 本調査で報告された生産量（②） 全国の生産量（③）
はっ酵乳 84.4% 1,069,180�kl 1,267,186�kl
乳飲料 64.0% 835,796�kl 1,306,315�kl
加工乳 32.7% 34,049�kl 104,245�kl

（１）はっ酵乳は「プレーン」、「ハード」
の生産が好調

はっ酵乳の生産量は、前年度を上回る106

万9180キロリットル（前年度比3.3％増）

となり、好調に推移している。乳業メーカー

では、平成27年４月から始まった「機能性

表示食品」制度や消費者の健康志向の高まり

を背景に、「プレーンタイプ」や「ハードタ

イプ」の生産が伸びている。一方、前年度の

調査結果で高い伸びがみられた「ドリンクタ

イプ」は、他の製品タイプが増加したことも

あり生産量はわずかに減少した。また、はっ

酵乳の原材料使用割合は、消費者のより生乳

に近い風味を好む傾向が続いていることか

ら、脱脂粉乳から脱脂濃縮乳への置き換えが

進んでいる。

（２）乳飲料は、「白物」ともに減少

乳飲料のうち、コーヒーや果汁などを加え

た「色物乳飲料」の生産量は、コンビニエン

スストア（以下「ＣＶＳ」という。）などで

販売されているチルドカップ飲料やカウン

タ－コーヒー消費の伸びなどにより、27年

度は引き続き前年度を下回った。また、カル

シウムやビタミンなどを強化した「白物乳飲

料」の生産量についても、他の飲料と比較し

て特徴が出しにくいことなどから減少となっ

た。このように、色物および白物ともに原料

となる脱脂粉乳などの価格上昇に加え、消費

者嗜好の変化や他の飲料との競合が減産の要

因となった。
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（３）「低脂肪」、「普通脂肪」で生産減少、
「濃厚脂肪」は生産増加

加工乳の生産量は、平成23年度以降、原

料となる乳製品価格の上昇や大手乳業を中心

に機能性での価値訴求を行いやすい白物乳飲

料の生産にシフトしたことから、減少傾向で

推移し、27年度も前年度を下回った。「普通

脂肪」は、原料価格が上昇する中で牛乳との

価格優位性が縮小していることもあり、減少

したとみられる。一方、25年度に大きく減

少した「濃厚脂肪」は、26年度から増加に

転じている。増加要因としては、コーヒーシ

ョップやＣＶＳ向け乳製品など業務需要の増

加が挙げられる。

（１）はっ酵乳

平成27年度のはっ酵乳生産量は、106万

9180キロリットル（前年度比3.3％増）と

なった。増産の要因として、利益率が高い製

品とされる中で同年４月に始まった「機能性

表示食品」制度による新たな食品表示方法の

拡充や消費者の健康志向の高まりを背景とし

た市場の拡大、また、30 ～ 40代男性層を

ターゲットとした新たな需要の開拓、新商品

発売に伴う積極的なＰＲ・広告宣伝活動など

が挙げられる。はっ酵乳の生産量を乳業区分

別に見ると、構成比は乳業が約９割、非乳業

が約１割となっている。生産量は乳業が95

万6609キロリットル（同17.5％増）、非乳

業が11万2571キロリットル（同51.1％減）

となり、乳業がはっ酵乳市場をけん引してい

る（図１）。

３　生産動向

図１　はっ酵乳の生産量の推移「乳業区分別」
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商品タイプ別（注４）に見ると、「プレーンタ

イプ」、「ハードタイプ」が好調であった一方、

「ドリンクタイプ」の生産量は、前年度から

微減となった（図２）。

（注４）　はっ酵乳の商品タイプを次の通り分類した。
　　　　① プレーン：糖類や果実などの乳成分以外のものを一切

含まないもの
　　　　②ハード：糖類やペクチンなどの安定剤を添加したもの
　　　　③ソフト：果肉や果物を含むもの
　　　　④ドリンク：液状で飲料タイプのもの
　　　　⑤フローズンなど：冷凍されたもの、その他のもの
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（２）乳飲料

ア　色物乳飲料

平成27年度の色物乳飲料の生産量は、41

万2203キロリットル（前年度比17.4％減）

と２年連続の減少となった。商品タイプ別に

見ると、「コーヒー」は36万8520キロリッ

ト ル（ 同8.0 ％ 減 ）、「 フ ル ー ツ 」 は １ 万

7376キロリットル（同58.2％減）、「その他」

は２万6306キロリットル（同53.5％減）と

なった（図３）。減少要因として、27年４月

からの商品価格の値上げ、また、需要の減退

に伴う500ミリリットルサイズの販売中止

（ 紙 パ ッ ク ） や 商 品 ア イ テ ム 数 の 減 少、

ＣＶＳのカップ飲料やカウンターコーヒー需

要へのシフトなどが挙げられる。こうした背

景には、主要な販売チャネルであるＣＶＳで

の小規模の量販店化（ＣＶＳのミニスーパー

化）が進行しており、乳飲料の棚の一部がチ

ルド総菜に置き換わるなど、他の商品との競

合や売場環境の変化がある。

乳業類型別に見ると、大手３社が24万

5904キロリットル（同20.5％減）、農プラ

系が５万6888キロリットル（同3.6％減）、

中 小 系 が10万9411キ ロ リ ッ ト ル（ 同

16.1％減）となり、大手３社と中小系の減

少が目立った（図４）。

図２　はっ酵乳の生産量の推移「商品タイプ別」
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注：「フローズン等」は過去５年間の生産量に占める割合がごくわずかであるため、図中に掲載していない。

図３　色物乳飲料の生産量の推移「商品タイプ別」
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イ　白物乳飲料

平成27年度の白物乳飲料の生産量は、42

万3593キロリットル（同18.1％減）とな

った。25年度まで増加傾向にあったが、26

年度からは減少幅が広がりつつある。減少の

要因は、脱脂粉乳など原料価格の上昇による

商品数の絞り込み、天候不良に伴う夏場の需

要の減退などが挙げられる。

乳業類型別に見ると、生産量が大手３社

24万642キロリットル（同15.3％減）、農

プラ系５万2698キロリットル（同12.8％

減 ）、 中 小 系13万253キ ロ リ ッ ト ル（ 同

24.4％減）と、いずれも減少したことから、

構成比は大手３社が約６割、農プラ系が約１

割、中小系が約３割と前年度の構成比とほぼ

同じとなった（図５）。
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図４　色物乳飲料の生産量の推移「乳業類型別」
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図５　白物乳飲料の生産量の推移「乳業類型別」

（３）加工乳

平成27年度の加工乳生産量は、３万4049

キロリットル（同40.6％減）となり、24年

度以降、減少傾向で推移している。減少の要

因は、需要の減退や機能性のある乳飲料への

シフトなど消費市場の環境変化が挙げられる。

商品タイプ（注５）別に見ると、「低脂肪」が

１万2658キロリットル（同31.4％減）、「普

通脂肪」が8223キロリットル（同71.9％

減）と大幅減になったものの、「濃厚脂肪」

は２年連続で増えており、27年度は１万

3168キロリットル（同37.5％増）と前年

度を上回る増加幅となった（図６）。

（注５）　 加工乳の商品タイプを乳脂肪率により次の通り分類した。

　　　　①低脂肪：1.5％以下

　　　　②普通脂肪：1.5％～ 3.8％未満

　　　　③濃厚脂肪：3.8％以上
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４　原材料使用割合の動向

乳業類型別に見ると、大手３社・農プラ

系・中小系のいずれも生産量は、減少傾向に

あり、生産量はそれぞれ5322キロリットル

（ 同40.4 ％ 減 ）、5206キ ロ リ ッ ト ル（ 同

71.9％減）、２万3521キロリットル（同

21.4％減）となった（図７）。大手３社は、

他の乳製品に比べて収益性が高いとされる

はっ酵乳などの生産にシフトしており、農プ

ラ系も原料価格の上昇を背景に生産を縮小し

ている。一方、中小系は、量販店向けのＰＢ

商品などの受注生産を行っていることもあ

り、大手３社や農プラ系に比べ生産量の減少

幅は小さい。

図６　加工乳の生産量の推移「商品タイプ別」
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図７　加工乳の生産量の推移「乳業類型別」
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各品目の原材料使用割合のを調査結果は、

以下の通りである。なお、この場合の使用割

合とは、次の算定式で求められたものであ

り、乳製品以外の水やフルーツなどを含め、

原材料ベースの重量で単純に算出したものと

なる。

原材料使用割合（％）＝原材料使用量（トン）÷重量（トン）×100
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（１）はっ酵乳

平成27年度のはっ酵乳の原材料使用割合

は、生乳（注６）が16.5％と前年度よりも2.4ポ

イント減少し、脱脂粉乳も2.2％と0.9ポイ

ン ト 減 少 し た。 一 方、 脱 脂 濃 縮 乳 は、

15.1％と年度によってある程度の変動はあ

るもの、おおむね増加傾向で推移あり、前年

度に比べ4.0ポイント増加した（図８）。

同年度の原材料使用割合を乳業類型別に見

ると、大手３社は自社で製造しているため調

達が容易な脱脂濃縮乳が高い一方、農プラ系

と中小系は生乳で乳固形分を確保する傾向に

ある（表３）。

（注６）　「殺菌乳」、「部分脱脂乳」などを含む。

（単位：％）　　　　　　　　　
表３　乳業類型別のはっ酵乳の主な原材料使用割合（平成27年度）

生乳 脱脂濃縮乳 脱脂粉乳 バター クリーム

全体 16.5 15.1 2.2 0.2 0.6

大手３社 14.3 20.3 0.9 0.2 0.5

農プラ系 37.2 0.6 4.2 0.1 0.6

中小系 18.4 2.0 5.6 0.0 1.0
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図８　はっ酵乳の主な原材料使用割合の推移

注：「ホエイ類」は過去５年間の使用割合がいずれの年度もごくわずかであるため、図中には記載していない。

（２）乳飲料

ア　色物乳飲料

平成27年度の色物乳飲料の原材料使用割

合は、生乳が10.6％と前年度に比べ2.2ポイ

ント増加した。脱脂濃縮乳の割合も2.9％と

同0.2ポイント減少したものの、前年と同レ

ベルを維持する結果となった。

また、脱脂粉乳、バター、ホエイ類は、前

年度並みとなった（図９）。

同年度の原材料使用割合を乳業類型別に見

ると、大手３社は商品開発力を背景に脱脂濃

縮乳、バターやホエイ類などを有効に活用す

る一方で、農プラ系と中小系は乳固形分の確

保を生乳に依存する傾向にある（表４）。
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イ　白物乳飲料

平成27年度の白物乳飲料の原材料使用割

合のうち、生乳は13.5％と過去５年で初め

て13％台まで減少した。脱脂濃縮乳の割合

は、25年度以降、８～９％台で推移してい

る。一方、脱脂粉乳は、2.3％と前年度に比

べ0.2ポイント増加した（図10）。

同年度の原材料使用割合を乳業類型別に見

ると、大手３社は生乳や脱脂濃縮乳、農プラ

系と中小系は、主に生乳で乳固形分を確保し

ている（表５）。

（単位：％）　　　　　　　　　
表４　乳業類型別の色物乳飲料の主な原材料使用割合（平成27年度）

生乳 脱脂濃縮乳 脱脂粉乳 バター ホエイ類

全体 10.6 2.9 1.1 0.6 0.4

大手３社 1.1 4.8 0.9 1.0 1.3

農プラ系 37.7 0.0 1.1 0.0 0.2

中小系 17.7 0.1 1.7 0.0 0.6
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図10　白物乳飲料の主な原材料使用割合の推移
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（３）加工乳

平成27年度の加工乳の原材料使用割合は、

18.7％と前年度よりも2.3ポイント増加した

が、生乳を除きほぼ横ばいであった（図

11）。

同年度の原材料使用割合を乳業類型別に見

ると、大手３社と中小系は生乳や脱脂濃縮乳

の割合が高く、農プラ系は主に生乳や脱脂粉

乳で乳固形分を確保している（表６）。

（単位：％）　　　　　　　　　
表５　乳業類型別の白物乳飲料の主な原材料使用割合（平成27年度）

生乳 脱脂濃縮乳 脱脂粉乳 バター ホエイ類

全体 13.5 8.7 2.3 0.2 1.3

大手３社 12.0 12.0 2.3 0.3 0.0

農プラ系 18.2 0.9 2.4 0.1 2.8

中小系 14.4 6.0 2.3 0.1 1.8

（単位：％）　　　　　　　　　
表６　乳業類型別の加工乳の主な原材料使用割合（平成27年度）

生乳 脱脂濃縮乳 脱脂粉乳 バター クリーム

全体 18.7 14.4 2.9 0.4 3.4

大手３社 27.0 23.4 0.0 0.0 4.0

農プラ系 17.8 3.9 7.0 0.1 1.1

中小系 17.0 14.6 2.6 0.6 3.8
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図11　加工乳の主な原材料使用割合の推移

５　過去10年間の生産動向

（１）生産量

はっ酵乳の生産量は、消費者の健康志向の

高まりなどを背景とした消費増から右肩上が

りで推移している。平成23年度には生産量

が100万キロリットルを超えており、27年

度は18年度比で32.1％増の126万7000キ

ロリットルと大幅に増加している。過去10
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年間の伸びを見ても増加基調にある。一方、

乳飲料と加工乳は、原料価格の上昇や消費者

嗜好の変化などを背景に、加工乳は23年度

以降、乳飲料は25年度以降それぞれ減少傾

向で推移している（図12）。

（２）原材料の使用割合

ア　推移

過去10年間のはっ酵乳、乳飲料、加工乳

それぞれの原料の使用割合を見ると、平成

24年度以降、国内の脱脂粉乳価格の上昇や、

無脂乳固形分需要が脱脂粉乳から脱脂濃縮乳

へと移りつつあることなどから、いずれも脱

脂濃縮乳が増加している。特に大手乳業は、

はっ酵乳の主な無脂乳固形分の調達先の一つ

として脱脂濃縮乳を利用している。これは、

脱脂濃縮乳を利用することで製品の風味が向

上することや、はっ酵までの時間を短縮でき

るなどの原料として需要が高い状況にある。

こうした中、27年度には脱脂濃縮乳の割合

が15.1％と生乳（16.5％）と同水準までに

達している。これらの動きは、生乳生産の動

向次第ではあるものの、今後も継続するとみ

られる（表５）。また、乳飲料についても、

はっ酵乳ほど高くはないものの、脱脂濃縮乳

の使用は少しずつ増加している。また、21

年度以降は、ホエイ類なども一定程度占める

ようになっている。この要因として、現在よ

りも安価に調達できた原料価格の上昇や国内

の無脂乳固形分の供給減が背景にあるとさ

れ、各社ともに無脂乳固形分の調達先を模索

している状況にある。加工乳を見ると、はっ

酵乳と同様に年々、脱脂濃縮乳の使用割合が

高くなっている一方、生乳は緩やかに減少し

ている。また、加工乳では牛乳のようなフレ

ッシュ感を補うために、クリームの使用も増

加している。
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図12　はっ酵乳・乳飲料・加工乳の全国生産量の推移

注１：�はっ酵乳の全国生産量は、農林水産省「牛乳乳製品統計」（乳業）に「食品産業動向調査」（非乳業）を加えたものである。
　２：乳飲料、加工乳の全国生産量は、農林水産省「牛乳乳製品統計」を参照した。
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はっ酵乳 （単位：％）

生乳 クリーム 脱脂
濃縮乳 バター 脱脂粉乳 ホエイ類 左記以外

の乳製品
輸入
調製品 その他 計

平成18年度 25.7 0.7 2.4 0.7 5.9 0.0 － － 64.6 100.0

平成19年度 25.3 0.7 2.3 0.7 6.1 0.0 － － 64.9 100.0

平成20年度 24.6 0.6 3.4 0.7 5.8 0.0 － － 64.9 100.0

平成21年度 25.0 0.8 6.0 0.6 5.2 0.0 － － 62.4 100.0

平成22年度 21.5 0.8 6.1 0.4 5.1 0.0 － － 66.1 100.0

平成23年度 23.9 0.8 6.0 0.4 5.2 0.4 － － 63.3 100.0

平成24年度 17.6 0.6 8.7 0.2 5.7 0.2 － － 67.0 100.0

平成25年度 20.2 0.9 11.6 0.2 3.3 0.4 － － 63.4 100.0

平成26年度 18.9 0.7 11.1 0.2 3.1 0.4 0.4 0.9 64.3 100.0

平成27年度 16.5 0.6 15.1 0.2 2.2 0.1 1.0 2.1 62.3 100.0

乳飲料 （単位：％）

生乳 クリーム 脱脂
濃縮乳 バター 脱脂粉乳 ホエイ類 左記以外

の乳製品
輸入
調製品 その他 計

平成18年度 10.9 0.2 3.8 0.8 3.4 0.0 － － 80.9 100.0

平成19年度 10.8 0.2 3.9 0.8 3.8 0.0 － － 80.5 100.0

平成20年度 10.4 0.2 3.4 0.8 3.0 0.0 － － 82.2 100.0

平成21年度 12.8 0.2 4.4 0.6 2.3 1.0 － － 78.7 100.0

平成22年度 12.8 0.1 4.2 0.7 2.6 0.9 － － 78.7 100.0

平成23年度 10.4 0.1 3.7 0.5 2.1 1.5 － － 81.7 100.0

平成24年度 10.9 0.1 3.0 0.3 2.7 1.5 － － 81.5 100.0

平成25年度 11.1 0.1 5.6 0.4 1.8 2.4 － － 78.6 100.0

平成26年度 11.5 0.2 6.2 0.4 1.6 1.2 0.5 1.8 76.6 100.0

平成27年度 12.1 0.3 5.9 0.4 1.7 1.1 0.5 1.9 76.1 100.0

加工乳 （単位：％）

生乳 クリーム 脱脂
濃縮乳 バター 脱脂粉乳 ホエイ類 左記以外

の乳製品
輸入
調製品 その他 計

平成18年度 26.7 0.3 4.3 0.5 5.9 0.0 － － 62.3 100.0

平成19年度 25.2 0.6 5.0 0.4 5.4 0.0 － － 63.4 100.0

平成20年度 26.5 1.4 8.4 0.4 3.8 0.0 － － 59.5 100.0

平成21年度 26.5 1.2 1.2 0.8 4.4 0.2 － － 65.7 100.0

平成22年度 22.0 1.0 5.7 1.2 5.4 0.0 － － 64.7 100.0

平成23年度 21.6 2.0 10.1 0.4 4.0 0.0 － － 61.9 100.0

平成24年度 23.1 2.7 12.0 0.3 3.1 0.3 － － 58.5 100.0

平成25年度 22.8 3.0 12.6 0.2 2.9 0.2 － － 58.3 100.0

平成26年度 16.4 3.9 15.5 0.3 2.7 － 0.7 － 60.5 100.0

平成27年度 18.7 3.4 14.4 0.4 2.9 0.0 0.0 － 60.2 100.0

表７　原材料の使用割合の変化（はっ酵乳・乳飲料・加工乳）

注：輸入調製品については、平成26年度以降、調査対象に加えている。
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イ　脱脂濃縮乳増加の背景

「脱脂濃縮乳」の使用割合の増加について

は、調査先によって見解が分かれるが、過去

の乳製品在庫増への対応や国際化の進展に備

えた対応策の一つとして液状乳製品の推進の

動きが高まったこと、また、生産効率を追求

するメーカー側の考えや風味の向上を求める

消費者のニーズが合致したものとされる。

また、経済環境の変化も増加の背景となっ

ているとみられ、平成５年のウルグアイ・ラ

ウンド交渉の妥結以降、輸入品と競合しに

く、かつ、風味がよい脱脂濃縮乳やクリーム

といった液状乳製品が注目されるようになっ

た。さらに、ＣＶＳを中心に、スイーツ需要

が増加し始めた24年度頃から、はっ酵乳、

アイスクリームや乳飲料向けとして使用され

るようになったことも、増加の要因と考えら

れる。

ウ　大手乳業などの評価

大手乳業を中心に過去10年間のトレンド

についてヒアリングをしたところ、まず、消

費者の健康意識の高まりが挙げられた。特に

はっ酵乳市場において、これまで購入しなか

った40 ～ 50代の男性層という新たなター

ゲットを取り込んだ動きなどは、好影響を与

えている。

こうした中、平成27年４月に始まった、

「機能性表示食品（注７）」制度は、はっ酵乳市

場にとって追い風になっている。また、プレ

ーンタイプもグラノーラなどシリアル食品と

一緒に食べるといった食べ方の多様化など

も、消費を後押ししている。

乳飲料は、時代に合わせてフレーバーを変

更するなど、ターゲットとなる消費者の嗜好

に見合う商品を発売してきた。このうち色物

については、ストレス社会が問題視される中

で、職場や学校などでも手軽に消費すること

ができ、よりリラックス感を重視した商品が

発売されている。また、スムージーやタピオ

カ飲料など、味わい深さや食感を楽しむチル

ド商品のトレンドを反映して、風味やコクに

焦点を当てた商品が増している。

（注７）　 事業者の責任において、科学的根拠に基づいた機能性を

表示した食品をいう。

６　はっ酵乳および乳飲料の生産見通し

はっ酵乳を中心に、平成27年度の動向、

28年度の見込みについて、大手乳業を中心

としてヒアリング調査を行なった結果は以下

の通りである。

（１）平成27年度の動向

平成27年度は、各社ともにはっ酵乳の生

産・販売が好調であり、健康をキーワードと

した機能性表示商品が伸びている。これまで

消費者は、「美味しく・楽しくはっ酵乳を食

べていた」が、現在は、「健康面を意識して

はっ酵乳を食べている」というように、ター

ゲットの購入意識が明確に変わってきている

との意見もみられた。また、手軽に摂れるド

リンクタイプを訴求することにより、これま

ではっ酵乳を購入していなかった男性層を取

り込んだことで、さらに売上が伸びていると

の声も聞かれた。

乳飲料については、「色物はカップ飲料が

好調であるものの、大容量（500ミリリッ

トル、１リットル）の紙パックが苦戦する」、
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「ＣＶＳのカウンターコーヒーの影響を受け

ている」などさまざまな減少要因が聞かれ

た。このような中で、ＣＶＳで販売されるキ

ャップ付きのＰＥＴ容器入りコーヒー飲料な

どは販売が好調であり、消費者が手軽に、か

つ、リラックス効果をアピールしたカップ飲

料を発売など、明るい材料や攻めの姿勢が見

られた。

（２）平成28年度の見込み

平成28年度の見込みについて、はっ酵乳

は、ハードとドリンクタイプを中心に好調を

維持するとみている。また、これまではっ酵

乳需要を牽引してきた機能性表示商品のみな

らず、通常のプレーンタイプも好調とみてい

る。好調の背景として、栄養価が高く、糖質

が低めとされるグラノーラなどの食べ方の浸

透や、通常のヨーグルトでも健康に良いこと

が消費者に再認識されたことなどが考えられ

る。

乳飲料については、大きな需要の伸びは見

られず色物は横ばい、白物は健康志向性の高

い商品を除き減少といった見方となった。

今後、これら乳製品の原料となる生乳生産

量については、離農などによる飼養頭数の伸

び悩みから、当面、大幅な増産は厳しい状況

にあるとされている。こうした中で、各社と

もに原料供給の面で不安要素を抱えながら

も、目まぐるしく変化する消費者ニーズを捉

えた商品の開発、従来にはなかった食べ方な

どの提案が引き続き求められるとみられる。


